
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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携帯電話機本体から当該電話機本体に電力を供給するバッテリーパックが着脱可能に搭載
された携帯電話機であって、
使用者のＩＤを蓄積し、ＩＤを伝達する端子を備えたＳＩＭカード、
携帯電話機本体内部にあって携帯電話機を制御する制御部が搭載されたプリント回路基板
、
当該プリント回路基板とは接触せず、前記バッテリーパックと対向する前記本体の面に設
けられ、前記ＳＩＭカードを収納すると共に前記ＳＩＭカードの端子と接合するための金
属端子を有するカード収納部、
当該カード収納部の端子と対になるプリント回路基板上の端子、
前記カード収納部が有するコネクタと前記プリント回路基板上のコネクタとを接続するフ
ラットケーブル、
前記バッテリーパックの前記収納部に対向する部位に設けられ前記ＳＩＭカードを保持す
るための保持部材を備え、
前記バッテリーパックを携帯電話機本体に装着することにより前記ＳＩＭカードを搭載す
ることを特徴とする携帯電話機。



本発明は、所有者を識別するためのＳＩＭカードを携帯電話機本体の収納部に挿入するこ
とによって搭載する携帯電話機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図１１は、携帯電話機内部のプリント回路基板と実装部品を示した図である。
図において、３は使用者のＩＤ等が蓄積され通話料の課金等に用いるＳＩＭカード、５は
ＳＩＭカードの情報を携帯電話機の制御部に伝達するための金属端子、９は携帯電話機の
制御部を具備するプリント回路基板、２０は携帯電話機にＳＩＭカードを装着するための
ＳＩＭカード収納部、２１はカード収納部に取り付けられたカバーである。
【０００３】
図１２は従来のカード収納部およびＳＩＭカードの断面図である。図のようにカード収納
部の外壁はプリント回路基板に直接実装され、カバーが取り付けられていた。
【０００４】
次に作用について説明する。従来では携帯電話機本体のバッテリーパックを装着する側の
面に配置した携帯電話機内部のプリント回路基板９に直接実装されたＳＩＭカード収納部
２０にＳＩＭカード３を設置し、前記ＳＩＭカード上のメモリ内容読み取り部をカード収
納部４内の金属端子５と接触させた後、カバー２１を軸で回転させカード収納部４を覆い
、ＳＩＭカードを搭載していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
このようにＳＩＭカード収納部を直接プリント回路基板に実装した場合、金属端子の周囲
にＳＩＭカードのずれを防止するための囲いやカバーを備えることになるが、当該囲いや
カバーの部分には携帯電話機を制御するための他の部品を実装することができず、高性能
化や形状の小型化といった回路設計を行う際の制限となるという問題があった。
【０００６】
本発明は、以上のような問題点を解消するためになされたもので、プリント回路基板の部
品の実装面積を有効に用いる携帯電話機を得ることを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る携帯電話機は、

【０００８】
【発明の実施の形態】

図１は、本発明の に係る携帯電話機のＳＩＭカード収納部を表す図である。
１ａは携帯電話機本体、２ａはフラットケーブルで携帯電話機本体１ａと電気的に接続さ
れた開閉部であり、ここでは受話部およびＬＣＤパネル部が開閉部となっている。３は個
人のＩＤ情報を蓄積するＳＩＭカード、４ａは開閉部の下部に位置し、ＳＩＭカードをプ
リント回路基板に直接実装するためのカード収納部、５ａはＳＩＭカードの接続端子と接
合し、ＳＩＭカードのデータをプリント回路基板上の制御部に伝達するコネクタである。
【０００９】
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携帯電話機本体から当該電話機本体に電力を供給するバッテ
リーパックが着脱可能に搭載された携帯電話機であって、
使用者のＩＤを蓄積し、ＩＤを伝達する端子を備えたＳＩＭカード、携帯電話機本体内部
にあって携帯電話機を制御する制御部が搭載されたプリント回路基板、当該プリント回路
基板とは接触せず、バッテリーパックと対向する本体の面に設けられ、ＳＩＭカードを収
納すると共に前記ＳＩＭカードの端子と接合するための金属端子を有するカード収納部、
当該カード収納部の端子と対になるプリント回路基板上の端子、カード収納部が有するコ
ネクタとプリント回路基板上のコネクタとを接続するフラットケーブル、バッテリーパッ
クの収納部に対向する部位に設けられＳＩＭカードを保持するための保持部材を備え、
バッテリーパックを携帯電話機本体に装着することによりＳＩＭカードを搭載するもので
ある。

参考例１．
参考例１



図２は、 に係る携帯電話機のカード収納部４を図１の矢印Ａの方向から見た断面
図である。６はＳＩＭカードをコネクタ５とともに密着させ保持するための保持部材、７
は開閉部２を閉じる際に開閉部の軸と反対側に設けられＳＩＭカードがカード収納部から
はみ出すことを防止するカード押え、８は制御部を含むプリント回路基板、９はＳＩＭカ
ードがカード収納部４から横にずれることを防止する横ずれ防止壁であり、その下端はプ
リント回路基板８と接触しないようにする。
【００１０】
次に、効果について説明する。図１において携帯電話機本体１ａは、ＬＣＤパネルが開閉
可能な構造の開閉部となっており、本体１ａとはフラットケーブルによって電気的に接続
されている。前記開閉部の下部に位置し本体側に設けられたカード収納部４にＳＩＭカー
ド３を挿入する。その際、横ずれ防止壁９があるため、ＳＩＭカード３の位置がずれたり
、本体１ａのプリント回路基板８の内部に入り込んで、電気的ショートを誘発することは
ない。また、横ずれ防止壁９の下端をプリント回路基板８に接触しないようにすることに
よって、従来では配線や部品の実装ができなかったＳＩＭカードソケットのわくの部分に
も実装が可能になり、プリント回路基板の実装面積を有効に使うことができる。
【００１１】
横ずれ防止壁９とプリント回路基板８との間隔をどの程度とるかについては、コネクタ５
の高さとＳＩＭカード３の厚みなどからＳＩＭカード３が本体１ａの内部に入らず、かつ
プリント回路基板８に部品の実装が可能な間隔を選べば良い。
【００１２】
ＳＩＭカード３をカード収納部４に挿入後、前記開閉部２ａを閉じて携帯電話を使用する
。開閉部２ａを閉じる際に、開閉部２ａの軸側の保持部材から最初にＳＩＭカード３に接
触するが、接触していない側のＳＩＭカード３の一端がそれによって浮き上がってしまい
、カード収納部４から飛び出してしまう。この飛び出しを防ぐために、カード収納部４の
開閉部２ａの軸と反対側の横ずれ防止壁９の上端に押え部７を設ける。この押え部７によ
って、開閉部２ａの開け閉めの際に、ＳＩＭカードが携帯電話機本体から脱離するのを防
ぐ。
【００１３】
以上のように、 では従来プリント回路基板上に実装していたＳＩＭカード収納部
の囲いをなくし、プリント回路基板８から分離した横ずれ防止壁９とＳＩＭカードの脱離
を防止する押え部７を備え、コネクタ５のみをプリント回路基板８に実装するＳＩＭカー
ド収納部４ａにすることによって、プリント回路基板の部品の実装面積を有効に用いる携
帯電話機を得る。
【００１４】
また、図３は携帯電話機本体 のキーパッド部を開閉部 とした場合の図である。カ
ード収納部４の位置が変化しただけでコネクタ５、押え部７、横ずれ防止壁９を備えるこ
とに変化はない。このように開閉部２ａをＬＣＤパネル部からキーパッド部にしてカード
収納部４の位置を変えることもできる。
【００１５】

では、プリント回路基板にＳＩＭカード接続用の金属端子のみを実装し、横ずれ
防止壁および押え部をプリント回路基板から分離した構成を示したが、本 で
は、カード収納部をプリント回路基板から完全に分離し、カード収納部より面積の小さい
フラットケーブル用コネクタをプリント回路基板に実装しフラットケーブルによってカー
ド収納部と接続し、当該プリント回路基板の部品実装面積をより有効に利用する携帯電話
機を得る。
【００１６】
図４は本 に係る携帯電話機本体のＳＩＭカード収納部を表す図である。図で
は携帯電話機のバッテリーパックと対向する面を表している。１ｃは携帯電話機本体、

はカード収納部、５はカード収納部内のＳＩＭカードの端子と接合する金属端子である
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参考例１

参考例１

１ａ ２ｂ

実施の形態１．
参考例１

実施の形態１

実施の形態１
４

ｂ



。
【００１７】
図５は本 に係る携帯電話機本体の側面からの断面図である。１ｃ、３、
５、６、８はそれぞれ の１ａ、３、４ａ、５、６、８と同じ構成要素である。
１０は本体１ｃと着脱が可能で電力を供給するとともに保持部材６を備えたバッテリーパ
ックである。１１はプリント回路基板の周囲を覆うシールド壁、１２はプリント回路基板
とは分離し、カード収納部を実装するカード収納部用実装基板、１３はプリント基板上に
実装されたフラットケーブル用のコネクタ、１４は前記コネクタとカード収納部４内の金
属端子とを接続するフラットケーブルである。
【００１８】
図のように従来ではプリント回路基板の上に実装していたカード収納部を、プリント回路
基板から分離したカード収納部用実装基板上に実装し、プリント回路基板に実装した従来
のカード収納部より部品面積の小さいフラットケーブル用コネクタとフラットケーブルで
接続する。また、バッテリーパックの本体カード収納部と対向する位置にＳＩＭカードを
保持する保持部材を備える。以上によりプリント回路基板上の部品実装面積を有効に用い
る携帯電話機を得る。
【００１９】

では従来例では携帯電話機本体内部のプリント回路基板に直接実装していたＳＩ
Ｍカード収納部をバッテリーパック側に設け、前記プリント回路基板とフラットケーブル
を通してＳＩＭカードの情報を伝達することでプリント回路基板の実装面積を有効に用い
ることを特徴とする。
【００２０】
図６ 本発明の に係る携帯電話機の側面から見た図である。１ｄ、３、４ｃ、５
、６、１０は の１ｃ、３、４ｂ、５、６、１０と同じ構成要素である。１５
はバッテリーパックと携帯電話機本体とを電気的に接続するバッテリーパック側の端子、
１６はカード収納部４ｃ内のコネクタ５と前記バッテリーパック側の端子１５とを接続す
るフラットケーブル、１７はバッテリーパック側の端子１２と接合させる携帯電話機本体
側の端子である。
【００２１】
着脱可能なバッテリーパック１０側にＳＩＭカード収納部４ｃを設け、当該ＳＩＭカード
収納部４ｃ内のコネクタ５と接続されたフラットケーブル１６と、当該フラットケーブル
１６に接続された端子１５を備え、携帯電話機１ｄ本体側に前記バッテリーパック側の端
子１５と接合させる本体側の端子１７とを備える。
【００２２】
本体内部の本体側の端子１７とプリント回路基板上の制御部とは で示したよ
うに、プリント回路基板にフラットケーブル用コネクタを実装し（図示せず）、当該コネ
クタと本体側の端子１７とをフラットケーブルで接続する。
以上のように、バッテリーパックと携帯電話機本体との間でＳＩＭカードの情報を伝達で
きるようにする。
【００２３】
図７は に係る携帯電話機１ｄのバッテリーパック１０を携帯電話機と対向する側
から見た図である。図示したようにＳＩＭカード収納部４ｃ内のコネクタ５と端子１５ｂ
とをフラットケーブル１６で接続し、ＳＩＭカードの情報を本体側に伝達させる。１５ａ
はバッテリーパック１０から携帯電話機本体１ｂに電力を供給するための端子である。
【００２４】
図８はＳＩＭカード３のバッテリーパック１０への挿入方法を示した図である。バッテリ
ーパック１０側面に設けられた挿入孔１８からＳＩＭカード３を挿入することで、携帯電
話機１ｃにＳＩＭカード３を搭載する。ＳＩＭカードはコネクタ５とＳＩＭカード３の金
属端子とが接合する向きにして挿入する。
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実施の形態１ ４、
参考例１

参考例２．
参考例２

は 参考例２
実施の形態１

実施の形態１

参考例２



【００２５】
図９はカード収納部４ｂの断面図である。１５はカード収納部４ｂからＳＩＭカード３が
脱離しないようにするカード受けである。カード受けによってＳＩＭカード３が脱離せず
、またカード収納部４ｂがバッテリーパックの携帯電話機本体に対向する側に向かって開
いておりコネクタ５の向きが確認できることで、ＳＩＭカード３の挿入方向を誤ることが
ない。
【００２６】
以上のように、 ではカード収納部４ｂをバッテリーパック側に設けたことで、携
帯電話機内のプリント回路基板の部品実装面積を有効に用い、また、カード収納部４ｂが
開いておりコネクタ５の向きが確認できることでＳＩＭカード３の挿入方向を誤ることの
ない携帯電話機を得る。
【００２７】

では、ＳＩＭカードのカード収納部をバッテリーパック側に設け、バッテリーパ
ックと携帯電話機本体を端子で接続することにより携帯電話機本体内部のプリント回路基
板の部品実装面積を有効に用いる携帯電話機を示したが、本 では、ＳＩＭカード
の蓄積した使用者のＩＤ情報をバッテリーパック内に設けたメモリーカードに蓄積するこ
とを特徴とする。
【００２８】
図１０は本 に係る携帯電話機のバッテリーパックを表す図である。１２ｃはバッ
テリーパックから携帯電話機本体に電力を供給するための接続端子である。１２ｄはバッ
テリーパック内の使用者のＩＤ情報を携帯電話機本体の制御部に伝達するための接続端子
である。また、ここでは図示しなかったが携帯電話機本体側に接続端子１２ｃおよび１２
ｄと接合する接続端子をそれぞれ設け、電力の供給およびＩＤ情報の伝達に用いる。
【００２９】
従来ではＳＩＭカードに蓄積した使用者のＩＤ情報を、バッテリーパックに内蔵したメモ
リーカードに蓄積し、内部配線および接続端子１２ｄによってＩＤ情報を本体内部の制御
部に伝達することを特徴とする。
【００３０】
【発明の効果】

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の に係る携帯電話機の図である。
【図２】本発明の に係る携帯電話機の断面図である。
【図３】本発明の に係る携帯電話機の図である。
【図４】本発明の に係る携帯電話機本体の図である。
【図５】本発明の に係る携帯電話機本体およびバッテリーパックの断面図で
ある。
【図６】本発明の に係る携帯電話機本体およびバッテリーパックを側面から見た
図である。
【図７】本発明の に係る携帯電話機のバッテリーパックに設けられたカード収納
部の図である。
【図８】本発明の に係る携帯電話機のＳＩＭカードの収納方法を示す図である。
【図９】本発明の に係る携帯電話機のバッテリーパックに設けられたカード収納
部の断面図である。
【図１０】本発明の に係る携帯電話機のバッテリーパックの図である。
【図１１】従来の携帯電話機に搭載されたプリント回路基板上のカード収納部を表す図で
ある。
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参考例２

参考例３．
参考例２

参考例３

参考例３

以上のように、本発明によれば、携帯電話機内においてプリント回路基板とカード収納部
とを分離することによりプリント回路基板の部品実装面積を有効に用いる携帯電話機を得
る。

参考例１
参考例１
参考例１
実施の形態１
実施の形態１

参考例２

参考例２

参考例２
参考例２

参考例３



【図１２】従来の携帯電話機に搭載されたプリント回路基板上のカード収納部の断面図で
ある。
【符号の説明】
１　携帯電話機本体、　２　開閉部、　３　ＳＩＭカード、４　カード収納部、
５　金属端子、　６　保持部材、　７　押え部、　８　プリント回路基板、
９　横ずれ防止壁、１０　バッテリーパック、　１１　絶縁板、
１２　カード収納部実装用基板、　１３　フラットケーブル用コネクタ、
１４　フラットケーブル、　１５　バッテリーパック側の端子、
１６　フラットケーブル、　１７　本体側の端子、　１８　カード挿入孔、
１９　カード受け、　２０　従来のカード収納部、
２１　従来のカード収納部のカバー。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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